
主な内容
-平成 2年度下半期財政状

.公共下水道……・

-憩、いの広場……・・

・おしらせ...........................14..::::::17

広報

.、

題字は清河市長

発行所/富山県魚津市釈迦堂一丁目10番1号魚津市役所(〒937)(ft0765-22-2200) 

あなたと市政をむすぶ広報うおづ毎月1日発行通巻547号平成3年 6月1日発行

.‘4ト



n 

一一一一……一一一一一側側一平成3年 6月 広報うあ、づ (2)

財 政状況 下 市の財政状況がどのようになってい三

三 るかを 1年に 2回(6月と12月)、市民ζ-

主 の皆さんにお知らせしています。

L同町意1，4E万5千四三 l 
今回は、平成3年3月31日現在の平三

三成 2年度予算の執行状況を、図や表に三二
人まとめてみました。 三

-市税の負担と市民サービスの状況は?

家計簿を聞いてみると

市税の負担 市民サービス

総務費
固定資産税

59，237円

市民税

軽自動車税

904円

1世帯当たり 440，749円

(歳入)

区 分 予算額

f.1'1 

市 ネ見 6，478，000 

地方議与税 358，000 

利子割交付金 260，000 

地方交付税 1，914，231 

分担金及び負担金 380，108 

使用料及び手数料 251，689 

国庫支出金 1，093，064 

県 ムー+ι4 出 金 773，922 

繰 越 金 588，664 

諸 収 人 445，745 

市 イ責 1，047，300 

そ σ3 他 323，312 

歳入合計 13，914，035 
L一一

衛 生費

1世帯当たり 803，809円

Iル..6..吾:.L
阪烹烹烹~'.'.'ち~:':':':'"潤X>王子j事奪三 霞 :t{日烹索令1
l 主主主主主.......:.伝説主浪記土ぷ以 :;:;:;:;:;::;:;:;:;:;:1 

収入済額 収入割合 区 分

f.I'J ラ岳

6，239，693 96.3 議 正ヨ』エ 費

364，213 101.7 務 費

278，490 107.1 民 生 費

1，958，669 102.3 f荷 生 賀

357，428 94.0 労 {動 費

225，586 89.6 農林水産業費

899，430 82.3 商 工 費

520，323 67.2 土 木 費

588，665 100.0 i肖 防 費

474，513 106.5 教 =同白 費

50，900 4.9 ~ f責 費

343，565 106.3 そ σ3 他

12，301，475 88.4 歳 出合計

予算額

f.J'J 

227，987 

3，054，820 

2，342，936 

790，192 

151，957 

1，019，992 

463，431 

1，911，160 

350，961 

2，221，645 

1，118，979 

259，975 

13，914，035 

民生費

49，762人

14，157i止叩:

(歳出)

支出済制 支出割合

f-I'J 11，，， 

224，543 98.5 

2，451，037 80.2 

2，258，001 96.4 

714，716 90.4 

146，649 96.5 

807，447 79.2 

452，811 97.7 

1，564，882 81.9 

334，590 95.5 

1，372，504 61.8 

995，378 89.0 

56，959 21.9 
、 ιp

11，379，517 81.8 



(3)広報うおづ 平成 3年 6月欄肉一闘機関一一悶悶一一一一一欄一一欄欄闘機

平成2年度 F~冬期の
| 一般会計の歳入歳出予算総額 I

借
入
先
別

同烹:市債の状況古

?
と
凋
斗

t
l
-
nノ
』

-
「
苛》

等一ム旦
他

純
一
の

z
，. 
共
一
そ
-
-
-

R
U
一
円
し

総額 8，472百万円

市民1人当たり

170，250円

単位:百万円

目

的

別

ア.県 貸 付金 386 

イ.臨時財政特例債 274
ウ.農林水産債 256 

エ.衛生 債 139 

院:明日割量A会の現在高:寸

会計区分 借入額

一般会計
下ドl

100，000 

下水道事業 900，000 

f 療事:慰産の;狭湾0O

間 特別:会:計百0N

会計区分 予算額
執 11" 状 況

収入済額 収入割合 支出済額 支出割合
千円 下Pl % r-Pl % 

下水道事業 2，901，489 949，589 32.7 2，599，340 89.6 

簡易水道事業 18，929 16，519 87.3 17，355 91.7 

国民健康保険事業 2，353，683 2，132，571 90.6 2，001，854 85.1 

老人保健医療事業 3，380，916 3，193，349 94.5 3，105，703 91. 9 

農業共済事業 111，706 105，495 94.4 95，141 85.2 

水族館 事業 292，913 316，723 108.1 240，765 82.2 

計 9，059，636 6，714，246 74.1 8，060，158 89.0 

@;;!事
〔土地 921，564m2) 〔建物 148，725附〕 〔基 金 3，196，151千円) r有価証券・その他 1 

l 161 ， 155千円 j
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市
政
の
動
き

魚
津
市
議
会
臨
時
会

魚
津
市
議
会
臨
時
会
は
、

5
月

初

副

議

長

と

常

任

委

員

会

委

員

、

特

別

日
に
開
催
さ
れ
、
提
案
さ
れ
た

4
議

委

員

会

委

員

が

次

の

と

お

り

決

ま

り

案
が
議
決
、
承
認
さ
れ
た
後
、
正

・

ま
し
た
。
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長

a
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h噂
仁

長

一

4
a
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糟
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j
・

義
苗
一

一

t
!
日一一一一
JI.
4

・議関

一1ゃいい
JJJ-4・
副
稗

一

一
五
月
臨
時
市
議
会
で
、
議
員
各
め
て
重
要
な
時
期
で
も
あ
り
ま
す
。

一

十
位
の
ご
推
挙
に
よ
り
ま
し
て
正

・

ま
た
、
今
年
度
は
下
水
道
の
供
一

一
副
議
長
の
要
職
に
就
任
い
た
し
ま
用
開
始
や
桃
山
運
動
公
園
陸
上
競
…

一
し
た
。
誠

に

光

栄

に

存

じ

ま

す

と

技

場

の

オ

ー

プ

ン

、

更

に

は

埋

没

一

一
と
も
に
、
そ

の

職

責

の

重

大

き

を

林

メ

モ

リ

ア

ル

パ
|

ク

の

竣

工

も

一

一
痛
感
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

予
定
さ
れ
る
上
に
、
経

団

保

育

園

一

一
も
と
よ
り
微
力
で
あ
り
ま
す
が
、
の
建
設
を
始
め
と
す
る
多
岐
に
わ
↑

一
公
正
無
私
な
議
会
運
営
を
は
か
り
、
た
る
事
業
が
見
込
ま
れ
、
円
滑
な
一

一
市
民
の
総
意
を
尊
重
し
、
誠
意
を
行
政
推
進
に
市
当
局
と

一
体

と

な

一

一
も
っ
て
魚
津
市
勢
の
発
展
と
、
市

っ
て
尽
力
し
て
ま
い
る
所
存
で
あ
一

一

民

の

福

祉

増

進

に

努

力

す

る

覚

悟

り

ま

す
。

一

一
で
あ
り
ま
す
。

な
に
と
ぞ
市
民
の
皆
様
の
一
層
↑

一
ご
承
知
の
よ
う
に
、
地
方
自
治
体
の
ご
理
解
と
ご
支
援
を
お
願
い
申
一

一
の
行
財
政
事
情
は
誠
に
厳
し
い
も
の
し
上
げ
就
任
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
一

一
が
あ
り
、
議
会
の
責
任
と
役
割
も
極
た
し
ま
す
。

…
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五
番
地

士
ロ

マ
各
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員
会
委
員
及
び
特
別
委

員
会
委
員

(
Oは
委
員
長
、

O
は
副
委
員
長
)

〈敬
称
略
〉

総

務

委

員

会

。
関 清 田
口河中

。
長竹朝後
田内野藤

光
衛 貢幸

建

設

委
日 彰 吉
晴進二松

O
野
沢
稗
苗
高
島

O
清
水

釆
土
卑
辛

i
i
 

森
内

貝

A
Q
玄

産
業
経
済
委
員
会

。
津
崎
七
津
中
田

秋尚
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。
捜
坂

{
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田

伊
藤

文
教
厚
生
委
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会

。
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0 
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内

俊幸甚
雄昭一

。
朝
野
稗
苗
田
中

光清彰
幸吉二

新
幹
線
及
び

8
号
バ
イ

パ
ス
特
別
委
員
会

。
七
津
清
水
長
田
後
藤

吉田修秋
松晴三政

O
朝
野
関
口
{
呂
田

只幹
夫衛子

桃
山
運
動
公
園
特
別
委
員
会

。
若
島
窪
田
経
津

正
敬
信
夫稔

(5) 

旦〉
事業所統計調査/

商業統計調査lZ月1

広報うあ、づ

O
竹
内
古
金
津
崎

尚
武広進

県
民
会
館
及
び
文
化
会

館
建
設
特
別
委
員
会

。
野
崎
怨
坂
中
田

昭栄
尚弘吉

0 
河高清
崎島河

議
決
さ
れ
た
議
案

ヰ貝

義
信生ロ

マ
魚
津
市
心
身
障
害
者
介
護
手
当
支

給
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

の
設
{
疋
に
つ
い
て

マ
魚
津
市
農
業
共
済
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
設
定
に
つ
い
て

マ
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と

に
つ
い
て

・
平
成
2
年
度
魚
津
市
一
般
会
計
補

正
予
算
(
第

6
号
)
の
専
決
報
告

・
魚
津
市
税
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
の
専
決
報
告

議
会
運
営
委
員
会

。
経
津
朝
野
竹
内
可
崎

幹
浩進子稔

O
清
水
古
金
高
島
後
藤

吉義修
松信広三

同

意

イ牛

議
会
だ
よ
り

編
集
委
員
会

。
窪
田
朝
野
畢
崎

尚彰信
武二夫

O
野
沢
朝
野
後
藤

案

吉幹幸
松子昭

マ
魚
津
市
蛇
田
五
一
三
番
地
の
一

高
島
義
信
氏
を
魚
津
市
監
査
委
員

に
選
任
。

全固いっせいに実施
。調査の対象

全国の農林漁家を除くすべての事業所。

O調査の期日

平成3年 7月1日現在で実施。

。調査の方法

県知事が任命した調査員が、 6月下旬各事業

所 ・商店を訪問し、調査票の記入をお願いしま

す。記入後は、調査員が回収にまいります。

。調査の目的ぷ

事業所統計調査は、わが国の産業構造や、事

業活動の実態を明らかにするために行われます。

商業統計調査は、全国の商庖の販売活動の実態

や分布状況などを把握することです。調査結果

は、さまざまな計画や施策を立案する際の貴重

な基礎資料として利用されます。

。秘密の厳守

集められた調査票を、統計上の目的以外に使

用することは固く禁じられています。 したがっ

て、各事業所、商庖のプライパシーは、法律に

よって保護されますので正確な申告をお願い

します。

。問い合わせ先

市総務課行政係 内線221ft22-2200 

市
職
員
採
用
試
験

申
し
込
み
期
間

平
成

3
年

6
月
5
白
(
水

)
i白
日
(
火
)

(
郵
送
の
場
合
当
日
消
印
有
効
)

試験日・場所 1ι L 験 資 格 人員 区分

昭和41年4月2日から昭和45年 4月 1日ま
一， 

‘ ーヲ 若
ゐ

でに生まれた者で、大学卒業程度の学力を 干 事 般 上

て県8立月4 日(日) 有する者 名
職
務

富山高等学校
昭和38年4月2日:から昭和45年 4月 1日ま

若
一

でに生まれた者で、学芸員の資格を有する

者。または、平成4年 3月末固までに資格 干 芸学職般
級

取得見込みの者(地学または生物学「植物 名.、 M

し 学」を専攻した者) 員

10月20日(日)
昭和44年4月2日から昭和47年4月 1日ま

若
一
中でに生まれた者で、短大程度の学力を有し、

県立富山東 保母資格を有する者。 または、平成4年3月 干 イ呆般

高等学校 末日まで資格取得見込みの者で魚津市内に 名
職
級

住所を有する者。 母

.ーミ

昭和40年4月2日から昭和 . . 
9月中旬頃 49年 4月 1固までに生まれ 業曹員掃情等 事童員所保育等

職員山甘内

若 業

魚津市役所 た者で、魚津市内に住所を
干 務

有する者。 名 員
のの

~ . 開，!_，

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

魚
津
市
役
所
総
務
課
職
員
係

一T
仰
魚
津
市
釈
迦
堂

l
i
m
-
-

E
n
l
2
2
0
0
内
線

2
2
2
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く

下
水
道
事
業
に
は
、
多
額
の
費
用

が
必
要
で
す
。

こ
の
費
用
は
国
や
県
の
補
助
金
を

も
と
に
事
業
な
ど
を
進
め
て
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
下
水
道
を

整
備
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
利
益
を
受

け
る
土
地
の
所
有
者
な
ど
に

一
定
の

負
担
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り

つ

ま
す
。

そ
の
こ
と
を
受
益
者
負
粗
金
と
い

い
ま
す
。
受
益
者
負
担
金
は
、
「
魚
津

都
市
計
画
下
水
道
事
業
受
益
者
負
担

に
関
す
る
条
例
」

に
よ
り
賦
謀
、
徴

収
を
行
う
も
の
で
す
。

こ
の
負
卯
金
の
賦
課
は
汚
水

の
処

理
が
可
能
に
な
る
区
域
の
卒
業
の
進

み
具
合
に
応
じ
て
、
順
次
賦
課
し
て

い
き
ま
す
。

.受益者(負担金を納める人)の例・

品口

「

-

場

一
B
一

る
・

一は
一

よ

E
E

I

--E=
一

線
一
一
結
一

が
者
・

一5
一

者

有

-
C
L

住
所
一

居
の
一

と
地
・

者
土
・

有
、
一

所
で
一

屋

一

-

家
同
・

A土地所有者

土地所有者、家屋所有者、居住者が

同一の場合

(受益者はA) 

土地、家屋の所有者と居住者が

それぞれ異なる場合

※
一
時
使
用
の
た
め
設
定
さ
れ
た
地
上
権
、
ま
た
は
使
用
貸
借
、
も
し
く
は
賃
貸

借
に
よ
る
権
利
者
は
除
か
れ
ま
す
。

:
芳

三

負
担
金
の
対
象
と
な
る
土
地
は
、

区
域
内
の
す
べ
て
の
土
地
(
宅
地

・

田
畑

・雑
種
地

・
山
林
な
ど
)
で
す
。

こ
の
た
め
、
受
益
者
と
は
、
原
則

と
し
て
、
下
水
道
が
整
備
さ
れ
る
区

域
内
の
す
べ
て
の
土
地
の
所
有
者
に

な
り
ま
す
。

た
だ
し
、
こ
れ
ら
の
土
地
に
地
上

権
や
借
地
権
な
ど
が
設
定
さ
れ
て
い

る
場
合
は
、
そ
の
権
利
者
が
受
益
者

と
な
り
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
右
図
の
よ
う
に
な

り
ま
す
。

負
担
金
は
土
地
に
対
し
て
一
度
賦

課
さ
れ
る
と
、
重
ね
て
賦
課
さ
れ
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
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EすB全
日司.・6

圃・皿置

硯ミな1夫
受益者の負担金は・・.g 

負
担
金
の
賦
課
の
対
象
区
域
内
に
、

み
な
さ
ん
が
所
有
し
て
い
る
土
地
の

面
積
に
、
単
位
負
担
金
額

4
3
0
円

(
土
地
一
平
方
メ
ー
ト
ル
当
た
り
の

負
担
金
額
)を
乗
じ
て
得
た
金
額
が
、

み
な
さ
ん
の
納
め
る
負
担
金
の
総
額

と
な
り
ま
す
。

〔計算例〕

所有面積が165.3m'の場合

く所有面積〉く単位負担金額〉く負担金額〉

165.3m' 71，000円

※100円未満切捨て

一一430円× 

土
地
の
所
有
者
は
公
簿
に
よ

っ
て

確
認
で
き
ま
す
が
、
そ
の
土
地
に
権

利
者
が
あ
る
か
ど
う
か
は
市
で
は
わ

か
り
ま
せ
ん
の
で
、
み
な
さ
ん
に
申

告
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

6
月
却
日
か
ら
説
明
会

6
月
初
日
か
ら

7
月
中
に
開
催
す

る

「
町
内
会
説
明
会
」
で
、
申
告
書

用
紙
を
お
波
し
し
ま
す
。
忘
れ
ず
に

申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

特
に
、
そ
の
土
地
に
椛
利
者
等
が

あ
る
場
合
、
申
告
さ
れ
な
い
と
土
地

所
有
者
の
方
に
負
担
金
が
課
せ
ら
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

…
市
小

…誠
一
州
一
一

…怒

排
水
設
備
の
工
事
は
、
法
令
に
定

め
ら
れ
た
構
造
の
基
準
に
適
合
し
た

施
工
が
さ
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
た
め
、
市
で
は
技
術
上
の
基

準
に
適
合
し
た
排
水
設
備
が
確
実
に

実
施
さ
れ
る
よ
う
、
次
の
工
事
庖
を

指
定
し
ま
し
た
。

指
定
業
者
は
、
排
水
設
備
工
事
の

見
積
り
か
ら
設
計

・
施
工

・
市
へ
の

各
種
申
請
手
続
き
な
ど
を
み
な
さ
ん

に
代

っ
て
行
い
ま
す
。

受
益
者
負
担
金
や
、
排
水
設
備
工

事
な
ど
に
つ
い
て
の
問
い
合
せ
先

下
水
道
課

程
2
1
2
2
0
0

内
線

3
8
1
・
3
8
2
・
3
8
3

( る 口 二L 設i呂 一

震

(柑 丸 (附

欄北陸プラ

北 (附 (11) I白三日 中
夕、.(11) 高 (f*) z首 一(ω f走慶 河 上 付。 石

ウ ーマ |崖 イ ス ~玉J 原 工宮 」甲 会岳、 十支 内 輪 田 ~t 麿 山 谷 玉 ~、、
藤 町'01奇田 排ホ JII 

、l、
ン 松 田 Zロー又T1-

事22と共 自己 ノ、 自己 田 -員又11. 設

| が下水道
工

主回会二
工
セ
丸 工

工務庖フ

道 |詮 j相!工 ン ス 沼 ゴ土 自己 f主 壬且又Fし {崩

71< 2で 壬E又11. 自己 ン 工
戸回2生t
設 回日 工 ::/ イ脂 {荷 {賄 工 宿

業 業 J〆 業
建設ト

:H二 吾員又11. 業 ス ユIi又T1- 主届治. ユロー又凡，

2き {荷 工 業 工 {脂
主邑2全Z 工 自己 工 業タ ア 名

=員又ル0まの (附 (附 業 h国zき三 所 八 (柄。 L附 手口 何j(鮒 業 (附 所 業 L 中且 {賄 所 (鮒 業 主回詮t業 所
0せ排

帝内京 ん。水設
2語市文Z部一黒市コ 魚津北市鬼

里

魚津市道 l性津市提主 前要主沢叩 魚津市古島 ~市吉島事2E ニ黒部I市日P 魚津 イ庸" " " " " 
部新中市
" " " " " " " " " " " " " " " 

3他備
釈 緑
新角
=Eとコ =島E士'i 本 事ミ

枕横
j兵 ~n 上 上 村木 大 北鬼

j兵 釈
島
本 ~n 
市本 f主 指8 ，ニグ〉

1 指布望定を工

化日 迦 問' 町' 新江
士反 迦 1，シ:~ 田 口 村 光 経 迦 町 回 江 ;E )事 町 市 主.>IL主. 4 JII 3 2 江 5 1 1 2 主.>IL主. 7 2 田 l 2 木 町 寺 江 田 主.>IL主. 2 l 1 1 

まは "3 ~ 1 2 l 3 
。町。8 6 l 7 丁目 。1 3 5 2 6 62 3 3 1 1 6 5 

おで 指定
|8 2 2 
。6 3 10 3 4 9 5 2 l 8 16 6 3 7 2 l 3 エ

2'0 ~ 11 l 6 4 6 1 13 1 6 3 8 l 2 30 4 1 7 7 5 

事閉さ工 ~ 4 3 2 2 5 ! 7 31 1 5 15 所e
20 15 1 

。
10 18 

いれ事庖 2 
6 7 2 庖合 る

わ工で

せ事庖 な
( ( ( -・・・・・圃.

〈け 24 52 22 22 22 24 24 24 52 24 32 24 52 24 32 22 22 52 24 22 22 24 22 24 24 24 24 24 24 22 22 電
だはれ I I I I I I 

話
匡見七

いき 水道下施は
5 0 5 5 5 1 7 1 l 。8 1 0 3 8 5 3 0 5 2 。6 。6 l 6 2 2 。2 2 
8 2 7 5 8 4 7 3 6 9 2 3 8 9 l 3 6 4 6 6 5 l 4 2 3 8 6 3 7 6 9 番 表。 工 3 4 1 5 3 7 l l 3 。8 5 3 1 9 3 9 0 l 8 4 3 5 6 5 。2 1 1 9 2 

謀す 5 3 117 310 1 1 1 818 013 8 117 018 7 117 513 318 017 5 1 2 510 4 
τE王コ



(8) 広報うおづ欄欄欄側関側関関関関欄悶悶悶悶欄胤欄闘関欄悶悶悶闘関関側側~悶悶悶悶欄闘機平成 3 年 6 円

加重
箱ミ

6月4日(火)------s日(木)

jレ

楽ル

Lしをい守
祭つ」

「タて1

~ 
北
電

例年のとおり交通規制を実施します

交通規制図
_j喜|

市営駐車場

本
町
二
丁
目
(
旧
荒
町

件42l戸司
一一_j 1一一一一

一方21fi
西部中学

凡例

区玄羽車両通行禁比

一一→一方通行

~大型通行禁比

規
制
日
時

6
月
4
日
(
火
)
午
後

2
時

i
ア
日
(
金
)
午
前
川
時

楽
し
い
祭
り
に
す
る
た
め
に
次
の
-
}
と
を
守
り
ま
し
ょ
う

1
、
酒
に
よ
っ
て
道
路
を
ふ
ら
つ
か
な
い

2
、
現
場
の
警
察
官
や
指
導
員
の
指
示
に
従
う 」さ南防署

至黒部

映子| ヨエ
抽総会区共全労市津街

画全曲j良ラク三会風富流3第1山詩吟神 I 1) 縦全国断 l 竜扶
険ピ例劇場 う

画ぷz〉z、の富ナジ
選会( jtz斉』エ

とプ楽会
トテ 10 。ノ回お {産

ふ山ルユ
山詩時神回総支県風

イ周也 キ "、づ
物れ、ムケ

)謡民設 曲j良安慰老 コ 年記デ オ人第お
あ親 II 大県 部、流富 ンチビ の形68や 名
いとピシ と立地 映人 サャ念ユ 冒劇団こ

分間22 分間16 分AM14 分AM9 PM 2 分間 l
I 2日 I 1日 I 9日 I 9日 12日 I 6日 と
時( 時( 時( 時( 時( 時(

~ 
30主 3oE 3Õ~と』 30旦 11 30主
八共大 (整 五当 鑑

目当 三券車 tZぉ;; 人。 無理 OB 、日
員 場0 小 料券 O券 CCこp'lコココ 元ーd本.CC互p'lココ王

円人
) 

円 料 市IJ 料

こ
ほ
ん
一〕…兎
童
セ
総
務
桜
一一
一

……

滋
m
l
2
4
0
2

|

|
6
月
の
行
事
|

|

父
の
日
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
作
り

日
日
(
火
)
1
日
日
(土

)

4

じ
i

オ
セ
ロ
大
会

幻
日
(
日
)2
じ
i

1
1
7月
の
行
事
|

|

黒
部
市
児
童
セ
ン
タ
ー
と
の
交
流
活

動
大
会

締 対 場 7
切 象所月
り ・ 7 
定黒 日
6 員 部 τ
月 東こ
30 3 音~
日年 児 10
2 生童じ
こ 以セ i
上 ン 2
20 タ じ
名|

一
滋
月
の
市
民
会
館
縫
物
一

←至滑川

↑
次
の
頁
へ
つ
づ
く
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F Z;2の-じー るぐ
F;ii李 くる
3zρて

しで
Lい、

こ
ん
な
と
き
に
は
:
:
す
ぐ
一

警
備
本
部

'
ヘ
連
絡

l
派
出
所
(
岱
但

1
5
0
4
3
)

会
む
り
や
り
口
問
物
を
買
わ
さ
れ
た
と
き

女
け
ん
か
を
し
て
い
る
の
を
見
た
と
き

女
暴
力
行
為
を
見
た
と
き

す
い
ん
ね
ん
を
つ
け
て
い
る
の
を
見
た
と
き

平成 3年 6月欄州側州側側州側州側州側州側側側側欄側側側州側州側側州側側州側側州側州側側欄側側州側側側側広報うあ、づ(9) 

0 
番

O
甘
い
誘
い
に
の
ら
な
い
。

O
暗
い
夜
道
の

ひ
と
り
歩
き
は

さ
け
る
。

引
ミ
ス
う
お
づ

3
ク
イ
ー
ン
(
ミ

ス
う
お
づ
、
ミ
ス
し
ん
き
ろ
う
、
ミ

ス
た
て
も
ん
)
を
次
の
要
領
に
よ
り

広
く
募
集
し
て
い
ま
す
。
ふ
る
っ
て

ご
応
募
、
ご
推
薦
く
だ
さ
い
。

0
応
募
資
格

・
県
内
在
住
の
問
歳
以
上
の
未
婚
女

性
(
高
校
生
は
除
く
)

-
ミ
ス
に
選
出
さ
れ
た
場
合
、
一
年

間
各
種
公
式
行
事
な
ど
に
参
加
で

き
る
方

O
応
募
方
法
・
申
し
込
み
先

参
加
申
込
書
を
記
入
の
上
、
上
半

身
写
真
、
全
身
写
真
各
一
枚
(
サ

ー
ビ
ス
サ
イ
ズ
)
を
同
封
し
、
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

-
魚
津
ま
つ
り
実
行
委
員
会
事
務
局

干
W
魚
津
市
上
村
木

1
l
m
|
ぬ

魚
津
商
工
会
議
所
内

E
n
-
-
2
0
0
 

O
締
切
り

7
月
比
日
(
日
)

O
賞
品
・
副
賞

・
ミ
ス
、
つ
お
づ

.
ミ
ス
し
ん
き
ろ
う

.
ミ
ス
た
て
も
ん

そ
れ
ぞ
れ
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
(
ロ
ン
ド

ン
・
パ
リ

7
日
間
)
旅
行
と
副
賞

.
本
選
出
場
者
全
員
に
グ
ア
ム
旅
行

(
3
ク
イ
ー
ン
は
除
く
)

※
応
募
者
全
員
に
参
加
賞
進
呈

※
3
ク
イ
ー
ン
の
推
薦
者
に

3
万
円

の
推
薦
者
賞
を
進
呈
(
自
薦
除
く
)

当
日
消
印
有
劾

テの S "hおSサ 117( Iるら
1;ま松岸本 oもOン奏る ・

ジね居直美も wLCプ 楽iiIi第、のくんこ。恭生ラろ Iラ
n イ燦Uザ 奏 6ちせ
ス VプSS 会回ゆ|

分間分間30 PM 23 
I 4 I 1日 2日
時時( 時(

3'0 3'0~ i E 

三R由立T主空Jて子供ニ工eiJiti一般場券入2豆立W 笠理券 一学小生四一理券笠
0 0 円 00 円絞j0 0 円1 00 0 円 )

漁
弾
一一新
潟
……繰
…汰
会

O
シ
」
主
』

K
I
-
-ノ

6
月
9
日
(
日
)

ホ
¥
色
合
唱
一

午
前
日
時

F
h川
1
一

O
と
こ
ろ
本
江
公
民
館

O
参

加

料

一

般

一

、

五

O
O
円

学

生

一

、
0
0
0
円

(
昼
食
、
参
加
賞
付
)

0
種

別

A
級

有

段

者

B
級

級

位

者

C
級

初

心

者

0
問
い
合
わ
せ
先

魚
津
棋
友
会
E
n
|
3
8
5
4

※
当
日
会
場
で
参
加
受
付
し
ま
す
。
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内 n廿坐・ 対 象 と き と ー ろ f庸 考」

母親学級 (A) 妊婦とその家族 6月28日倒 9:00-ーーーーーーー・・ーーーーー・ーーーーーーー一歩 昼食をご持参ください。

育児サロン 幼児と保育者 6月14日倒 9:45-
魚津市健康センター

4か月児健診 4 か月児 6月13日(木) 13:00-
8か月児健診 6月12日ヤ]¥) 13:00--ーーーーーー・・ーー・ーー・ーーーー・ーー一歩 ツベルクリン反応険1tも行います。

離乳食講習会
8 台、 月 児

6月14日幽 12: 50-

1歳6か月児健診 H 1年11月生まれの児 6月25日(刈 13:00-ーーーー---ーーー・・・・・・ーーー--ー一歩 麻しんUiしか)の接純券発行します。

股関節脱臼検診 出i 3 か月 児
6月6日(本)

13:00-魚津保健所
7月4日(本)

3歳児健診
62.12.19-31生まれの児 6月26日(村

13:00-魚 j京保健所 以の検代があります。
63. l.1-16生まれの児 7月3日(榊

心の健康相談 両生 市 民 |埴 11寺 13:30-魚津保健所 _g;人ポケの相談も受けます。

機能訓練 脳卒中後遺症のある人
6月6日(柑

9:30-魚津市健康センター 訓時点は 10 : 00 -12 : 00 
(リハビリテーション) 6月20日(本)

健 康 相 談 育支 市 民
6月20日(本) 13:00-魚津市健康センター 血圧測定 ・心電図・検~~告~fが受けられます。

6月4日(刈 10:00-百楽荘 血圧illlJ定 ・本11談

ツベルクリン反応検査
8 台、 月 児

6月12日(水)
13:00-魚津市健康センター

B・C・G予防接種 6月14日倒

6月14日倒 8:45-天 神公民館 -料金 HOOJlJ

胃がん検診 一 市生 市 民 7月2日(火) 8:45-下中島公民館
• 111.し、 4 JJ 1 11- 3‘川ぢ11:1
までレに 40 、 50 、 60，~'ltになる

毎週水H程日 9:00-黒部保健所 人と 70'~R以 _ 1-.の 人は無事・|

6月14日倒 13:00-天神公民 館 .ー-;砂. (，，/:，;カ<;.レ';):30，:&も 負担率・十
111し込みは、 .I，t.¥m)似品.I!所へ

子宮がん検診 市生 市 民
7月2日(刈 13:00-下中島公民館 ft52-1224 

一
市内産婦人科医院でも受けられます。 -事Iトイl校l-1 .310oのJ0，1L誌31人tに1l 燃11なfやま1るllてL人'に.5340 J l 

随時
申し込みは、健康センターへ 47001、LK50ιA、161 501'1 

-料金 1，200円

乳がん検診 般 市 民 7月2日(火) 13:00-下中島公民館
• 1.!J.し、 41-J11:l-3JJ31日

までに30、40、50、60，:&来に十 I
なる人と 70'~RιJ.J'，の 人型軽

一…一一一…一一一……欄一平成3年 6月
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岸
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と
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記
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f
一
(
内
産
婦

-
E
@
5
0
5
3

0

1
一1
一
浦
田
病
院
一
本
江

3

f
一f
一
(
外
科
二

宮
@
5
0
5
4

TF司ヨ
一

一

一

臣

、

1
Z
口
u

一
け

一
日
一
江
崎
医
院
一

M
M
川

)
i
!

?
日
一

f
-
I
中

E
E
一
宮

@
5
0
5
2

笥
※診療時↑HJは、いずれも

午前 9il寺から午後 5il寺

〔
歯
科
〕

6
月

一i
一
田
原
向
上
十
一
入

・
上
針

2
日一

f
一

医

院

一

宮
⑪

0
2
3
I

l
i
-
-
一
主
用
尚
科
一
入

・
入
善

1

f
一
」

医
院

一
宮
⑫

0
0
7
8

6
1
一
1
一
竹
山
前
科
一
入

・
入
普

l

f
一
」

医
院
一

宮
⑪

1
5
8
8

3
1
一
1
一
塩
見
前
科
一
入

・
入
普

2

f
一f
一

医

院

一

宮
@
1
3
5
o

o
-
-
1
一
田
中
時
一
入

・
入
普

3

f
一f
一
歯
科
医
院

一
宮
@
1
6
3
3

7
月

一l
一
西
山
歯
科
一
入

・
入
普

7
日
一

f
一

医

院

一

宮
⑫

4
8
4
8

新
川
地
区
休
日
夜
間

急
患
医
療
セ
ン
タ
ー

診

療

日

日
曜
日

・
祝
日

診
療
時
間

午
後
7
時
l
午
後
日
時

診
療
科
目

内
科

・
小
児
科

・
外
科

所

在

地

黒
部
市
三
日
市

(黒
部
市
消
防
署
向
側
)

宮

@
0
7
3
1
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司

ろ』 ー
6月7日倒 9:00-15:00 松倉公民館⑧ 6月24日(1]) 13: 15 -15: 00 出 公 民 館⑧

イ主
6月10日(1]) 9:30-10:30 袋 i~ 、 民 館 6月26日(水) 9:30-10:30 有山公民館⑧
6月10日(1]) 13 : 15 -15 : 00 健康センター 6月26日(水) 13: 15 -15: 00 上中島公民館⑧

民 6月11日(刈 9:30-11 :00 古島 小 学校 6月27日休) 9:30-11 :30 日カ厚生会館

検号回aタb 6月11日(火) 13 : 15 -15 : 00 勤労者会館 6月27日(木) 13: 15 -15: 00 " 
6月13日休) 9:30-11 :00 青 砧 3区公民館 6月28日倒 9:30-11 :30 大町公民館

"..帽、

6月13日休) 13: 15 -15: 00 加干1'!公民館 7月1日(]-]) 9:30-11 :00 村木公民館
核結 6月17日(1]) 9:30-11 :00 大町公民館 7月1日(1]) 13: 15 -15: 00 木下新公民館⑧ !

と 6月17日(1]) 13 : 15 -15 : 00 健康センター 7月3日(/K) 9:30-11 :30 村木小学校

成 6月18日(火) 9:30-11 :00 大町小 学校 7月3日(ボ) 13: 15 -15 : 00 " 
人 6月18日(火) 13 : 15 -15 : 00 青 l詰 ZZL Z 自官 7月4日(木) 9:30-10:30 東山公民館⑧

病 6月19日(村 9:30-11 :00 道 下公民館 7月4日(本) 13 : 15 -15 : 00 天神公民館⑧
、--
6月19日(ポ) 13 : 15 -15 : 00 村木公民館 7月5日樹 9:30-11 :00 農協下野方支所

6月21日倒 9:30-11 :00 大町公民館 7月5日倒 13: 15 -15: 00 'ffi白. 徳 一寸+ーJ・ 円IJ

6月21日倒 13 : 15 -15 : 00 魚津市民会館
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方

)

る

m
L

犯

て
⑫

け

宮

再
又
「
一一

本
-
い

診

さ

検

だ
で
く

他

絡
の

連

渉
、
-
』

や

も

場

方
職
い
、
介
日
F

て
か
方

届

た

の
い

内

届

案
カ
ス
肉
υ

，方

案
、
、J

・、
診

ゆ

検

G動閥
、。
検

わ
れ
渇

f

M

W

 

4

方

て
〉
礼
肱
峰
曙
巾
直
ほ
川
闘
畑
山

期

保

①
発
熱
、
心
臓
、
じ
ん
臓
、
肝
臓
疾
患
な
ど
の
た
め
に
治
療
し
て

を

又

帳

。

い

る

幻

児

手

い

②
接
種
前

1
年
以
内
に
け
い
れ
ん
の
症
状
を
起
こ
し
た
こ
と
の
あ

節

目

る
幼
児

と

く

③

過
去
に
お
い
て
、
こ

の
予
防
接
種
に
よ
り
副
反
応
を
起
こ
し
た

票

格

ー

診

連

こ
と
の
あ
る
幼
児

受

C

④

そ
の
他
、
接
種
を
行
う
こ
と
が
不
適
当
と
認
め
ら
れ
た
幼
児

す

ま

ま
A
F
-
-

U
J

J々

『

あ

ン

-

が
セ
一

診
康
一

検
健
一

病
市
一

人
津
一

成

魚

-

+
A
F
-

⑧

は

{

11 

種

混

合

予

防

接

種

1

(
百
日
せ
き
、
ジ
フ
テ
リ
ア
、
破
傷
風
)

と

こ

ろ

/

市

健

康

セ

ン

タ

ー

※
今
月
は
最
終
実
施
月
で
す

該当地区 とき 対 象

村木、道下
月6 

第 第
3 
午 一

経団、西布施 宵日

第 期11(24 期3 1 後

加柏、上野方
月6 1 

一期完 回のみ 品為i 接種目4 
片貝、天神、松倉

色白
時
了 接 48
30 後 種 か
6 12 月

本江、大町 月 分 か 児
6 月

) 

住吉、上中島 基日
18 

月6 
2 力、

受けなかった
月

時 グ〉

28 間
全地区の方 套日

-
体
温
は
自
宅
で
計

っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。

・
母
子
健
康
手
帳
、
印
か
ん
を
持
参
く
だ
さ
い
。

歯@

儲盆週圃
6月4日--10日

み
も
し
で

じ

の

ま

;

い

た

つ

¥

だ
る
い

か
べ
歯

食

⑪ 

θ 
尿

管伯)
痛¥ノ

む

⑧ 

排
尿
す
る
前
後
や
最
中
に
、
尿
道
か
ら
ぼ
、つ

こ
う
に
痛
み
を

感
じ
る
こ
と
を
排
尿
痛
と
い
い
ま
す
。

軽
い
と
き
は
、
あ
た
た
か
い
も
の
が
通
っ
て
い
る
よ
う
な
感

じ
ゃ
、
か
ゆ
い
よ
う
な
不
快
感
が
あ
る
程
度
で
す
が
、
ひ
ど
い
と

き
は
、
焼
け
ひ
ば
し
を
押
し
こ
ま
れ
る
よ
う
な
激
痛
が
あ
り
ま

す
。排

尿
痛
を
起
こ
す
病
気
は
、
ぼ
、
つ
こ
う
炎
、
尿
道
炎
、
前
立

せ
ん
炎
、
ぽ
、
つ
こ
う
が
ん
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
婦
人
科

疾
患
の
た
め
に
起
こ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

い
ち
ば
ん
多
い
の
は
ぼ
う
こ
う
炎
に
よ
る
も
の
で
、
排
尿
中

も
痛
み
、
排
尿
が
終
る
こ
ろ
に
ひ
ど
く
な
る
こ
と
が
多
い
よ
う

で
す
。
普
通
は
、
排
尿
す
る
と
そ
う
快
に
な
る
も
の
で
す
が
、

排
尿
後
も
痛
み
が
あ
り
、
尿
が
残

っ
て
い
る
よ
う
な
す
っ
き
り

し
な
い
感
じ
が
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

排
尿
痛
が
つ
ら
い
た
め
、
排
尿
回
数
を
減
ら
そ
う
と
水
分
を

と
ら
な
い
人
が
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
逆
。
濃
い
尿
を
出
す
と
か

え
っ
て
ぼ
、
つ
こ
う
を
刺
激
し
て
痛
み
ま
す
か
ら
、
番
茶
で
も
ジ

ュ
ー
ス
で
も
ア
ル

コ
ー
ル
以
外
な
ら

何
で
も
か
ま
い
ま

せ
ん
か
ら
、
水
分

を
多
め
に
と

っ
て

ほ
う
こ
う
の
中
を

薄
い
尿
で
洗
い
流

す
よ
う
に
し
た
ほ

う
が
よ
い
の
で
す
。
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ロードレース大会
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2，158人完
選手への暖 かいご声援 と

大会に対 するご協力をいただき

ありカ£とうござしh ました。

4月29日(みどりの日)、全民126都道府り1Lか らの参

加者(受付"2，365名)を迎えて第11回魚川町しんきろう

ロードレース大会が|井J111¥されました。

この日は、小雨まじリの天候ながら 、ランナーた

ちにと ってはキ色女子のコンディションとなり 、j(}j直に

集まっ た市民の胤んな戸般を受けながら 力伯 <nよっ
ていました。

大会には、約肝弘了-さんと 小明白白水さん(とも

に大阪ダイハツ工業)の2人が招待選手として参

加し 、一般のランナーたちといっしょにや録公

般の見える{片山 f;~I.i11tを走 りぬけました。

走

Aスタート (3km小学生の部)

4

司
選
手
宣

誓

1
3
J
4
・

川

~:・・ ミ

:ぶlT
g ン
ニL

フ
ン
ド
d 

4
H
m
日
か
ら

5
月
6
日
ま
で
の

ゴ
ー
ル
デ

ン
ウ
ィ
ー
ク
、
ミ
ラ
ー
ジ

ュ
ラ
ン
ド
は
開
園
以
来
最
高
の

4
4
、

8
1
4
人
の
入
場
者
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
水
族
館
に
も

3

7
、
6
4
4

人
も
の
入
館
者
が
あ
り
ま
し
た
。

大
き
な
観
覧
半
が
、
多
く
の
人
を

魚
津
に
運
ん
だ

の
で
し
ょ
う
か
。

そ
れ
に
し
て
も
、
お
父
さ
ん
、
お

母
さ
ん
、
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
・:
。

水
族
館
の
魚
た
ち
も
、
ゴ

ー
ル
デ

ン
ウ
ィ
ー
ク
の
疲
れ
で
動
き
が
鈍
く

な

っ
て
い
ま
す
。

カ
ゴ
を
机
い
で
愛

き
ょ
う
を
ふ
り
ま
い
て
い
た
、
キ
メ
ン

ガ
ニ
も
、
カ
ゴ
を
お
ろ
し
て
休
ん
で

い
る
と
か
・・
:
:
。

魚
津
の
碑
め
ぐ
り
・
・
・
・
・
・
③

よ
杉
謙
信
の
歌
碑

謙
信
と
魚
津
城
の
か
か
わ
り

上
杉
謙
信
は
、
天
文
お
年
(
一

瓦
半
凶
年
)
越
中
に
攻
め
入
リ

魚
出
城
を
聞
ん
だ
が
諸
示
族
が

魚
沖
減
の
板
屋
刑
部
に
加
勢
し

た
た
め
帰
国
し
た
。

弘
治
元
年
(
一
五
五
五
年
)
に

は
再
び
魚
津
城
を
攻
め
落
城
さ

せ
、
上
杉
の
部
将
に
守
ら
せ
た
。

一冗
亀
元
年
ご

五

七

O
年
)、
越
中

の
神
保
氏
春
が
魚
津
城
を
攻
め
た
。

こ
れ
に
対
し
謙
信
は
出
陣
し
、
落
城

し
そ
う
に
な
っ
て
い
た
魚
津
城
を
救

そ
の
後
謙
信
は
、
松
倉
城
の
椎
名

康
胤
を
攻
め
落
城
さ
せ
た
。
元
亀
三

年

(
一
五
七
二
年
)
か
ら
天
正
元
年

(
一
五
七
三
年
)
に
か
け
て
の
こ
と

で
あ
る
。

新しく就職した

若人の集い

所在地大町小学校々庭

t

d

の
の
d

邑
有
、

武
士
の
鎧
の
袖
を
か
た
し
き
て

枕
に
近
きは
っ
か
り
の
声

こ
れ
は
、
ち
ょ
う
ど
そ
の
こ
ろ
の

謙
信
の
詩
で
あ
る
。

初
秋
、
過
雁

一
声
、
鎧
の
ま
ま
野

に
伏
し
た
謙
信
が
、思
わ
ず
旅
愁
を
そ

そ
ら
れ
て
こ
の
一
旬
を
口
ず
さ
ん
だ

も
の
と
思
わ
れ
る
。

5 )~ 15日、f;(J.Hけ也域職業訓糾iセ

ンターで、今年 4月から社会人に

なった若者を集めや新しく就職し

た新人の柴'""，¥が聞かれました。

「 人生80年 lI~j:代 、 今まで以上にこ

i.Lからの60年は長い人生であ り

有芯:義なものになるよう、自分の

行動に責任を持ってしっかリがん

ば.ってく ださしりとの来貨のこと

は.に 、 J~.袋リ に耳.を {以け ていました 。
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V立山連峰を背に力走

A
Q

玄

成

績

大(
種
目
別
の
優
勝
者
の
み
)

〔

却

し

附

〕

マ
一
般
男
子

宮
崎
喜
久
男
(
愛
知
県
)

1
時
間

8
分
開
秒

マ
一

般
女
子

村
沢
信
校
(
富
山
市

)1
時
間
円
分

〔

m
h〕
マ
m
U

歳
以
下
男
子

谷

口

暁

(大
沢
野
町
)
お
分
3
秒

マ

ω歳
代
男
子

高
囲
内
(
二
(愛
知
県
)

広報うあ、づ

2
¥J
9
'少

3
4ノ
3
ネ
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マ

ω歳
男
子

猪
島
裕
永
(
富
山
市
)

マ
印
歳
代
男
子

山
本
良
治
(
入
善
町
)

マ

ω歳
代
男
子

堀
内
克
己
(神
奈
川
県
)お
分
回
秒

マ
高
校
男
子

井
合
龍
也
(新
潟
県
)

お
分
日
秒

マ
一
般
女
子

広
浜
良
子
(魚
津
市
)

お
分
ぬ
秒

〔

5
h〕

マ
中
学
男
子

大

野

哲

(石
川
県
)

日
分
必
秒

マ
中
学
女
子

瀬
川
千
鶴
(大
沢
野
町
)
初
分
2
秒

〔

3
陥
〕

マ
小
学
男
子

伊
室
栄
治
(
滋
口
県
)
叩
分

M
秒

マ
小
学
女
子

制川
け(
真
理
子
(
新
山
県
)
日
分
お
秒

4
X
7
0
少

丹
、

u
t
ノ

1
i
手
中

Fh
d

、J1
i
ι
y

内
〈

d
-A
ノ

司
i
も

f

早
く
大
き
く
な
f

)

れ

さ
つ
ま
い
も
の苗
植
え

5
月
刊
日
、
魚
津
保
育
園
の
園
児

引
人
(年
長

・
年
中
)
が
、
お
じ
い
ち

ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち

ゃ
ん
と
い

っ
し
ょ

に
同
図
が
借
り
て
い
る
大
光
寺
地
内

の
畑
で
、
さ
つ
ま
い
も
の
苗
机
え
を

し
て
い
ま
し
た
。

叩
月
中
旬
に
予
定
し
て
い
る
収
機

祭
ま
で
の
問
、
州

の
草
と
り
な
ど

の

世
話
を
し
な
が
ら
成
長
を
観
察
す
る

と
の
こ
と
。
:
:
:
で
も
園
児
た
ち
に

は
、
そ
の
後
の
焼
い
も
パ
ー
テ

ィ
ー

の
方
が
楽
し
み
な
よ
う
で
す
。

品
掴
来
'

、「ムーしてL
一ー、 ‘'

北洋サケ.マ又漁船 3隻出j港巷
、，刊h旬~~..，...憎‘.，._，-内~吋耳~ザ.酌.叱~~内内も~，.:戸d訓"-~.'判.~.'

5月l日3日、 20日に解禁する北洋中型サケ ・マス流し制司法1のため、

3隻の船が経団漁港と魚津漁港から出漁基地の北海道恨室市の花咲

H~へ rílJ( ナ て出港しました 。

約半年間の別れとなるこの

船出に、岸壁には、家族やj魚

業関係者などが大勢見送りに

来ていました。

今年の日ソサケ ・マス漁業

交渉では、公海での漁獲量は

9，000トン、 また、 ソ連200カ

イリ内の漁獲量は8，000トンに

なっています。

サケ ・マス漁は、6月末ご

ろまで続けられ、その後は引

き続き他の漁を続けます。

事

7>. 

山一気

込
と
え
h
a

ス
mFち
ゃ
ん

花

房

海

く

ん

(進

・
菊
子
さ
ん
夫

要
の
長
男
)

仏
又

平
成

2
年

8
月

M
日
生
ま
れ

《
お
母
さ
ん
の

て
一一
一
口》

冗
気
な
子
に
育

っ
て
ほ
し
い
ナ
グ

笠
木
菜
津
紀
ち
ゃ
ん

(
敏
弘

・
圭

子
さ
ん
夫
妻
の
長
女
)
本
江
元
町

平
成

2
年

8
月
刊
日
生
ま
れ

~ 

/' 

《
お
母
さ
ん

の
一
言
》

健
康
で
明
る
い
子
に
育
っ
て
ほ
し



(1司広報うあ、づ

魚
津
駅
前
広
場
j
(市
道
魚
津
駅
前

5
号
線

)
J

フ
ァ
ー
ス
ト
ホ
テ
ル
区
聞
が

車
両
通
行
止
に
な
り
ま
す

市
役
所
都
市
計
画
課

包
但

1
2
2
0
0内
線

3
4
2

平
成

3
年

6
月

i
平
成

6
年

3
月

欄欄欄欄悶悶悶悶悶悶悶欄悶悶悶悶悶悶欄側側側欄側側側欄欄側側側欄欄欄側側欄悶悶悶悶悶悶悶職、 平成 3年 6円

魚
津
駅
西
地
区
土
地
区
画
整
理
事

業
に
よ
る
H

魚
津
駅
地
下
道
線
新
設

工
事
。
の
た
め
、
工
事
期
間
中
は
車

の
通
行
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

平
成

6
年

3
月
ま
で
の
長
期
間
、

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
み
な

さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

※歩行者・自転車は通れます
(工事施行:~円西日本)

「
水
道
管
を
低

mmm

m泌
洗
管
し
ま
す

期

閏6
月
川
日
(
月

)
i
u日
(
金
)

午
後
川
時

i
午
前

3
時

市
内
全
域

場

所
水
道
局
で
は
、
水
道
管
の
内
部
を

清
掃
す
る
た
め
右
記
日
程
で
洗
管
作

業
を
行
い
ま
す
。
一

部
地
域
に
お
い

て
水
圧
の
低
下
や
赤
い
水
が
出
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
が
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

前
納
線
奨
金
制
度
が

廃
止
き
か
ま
じ
た

市
県
民
税
の
口
座
振
替
を
し
て
い

る
方
で
期
別
納
付
に
変
更
を
希
望
す

る
方
は
、

6
月
日
固
ま
で
に
税
務
課

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

危
険
物
安
全
週
間

6
月
2
日
i
B
日

「
危
険
物
い
つ
も
本
番

ま
っ
た
な
し
L

⑧
⑨
(
。
事

ス
ボ
}
ヴ
遭

あ
つ
ま
れ
ノ
・
小
学
校
1
年
生

j
3年
生

-
申
込
期
間

・

定

員

6
月
3
日
(
月
)
i
M日
(
水
)

各
コ
ー
ス
叩
名

マ
開
設
コ

l
ス
(
種
目
)

-
し
ん
き
ろ
う
コ
ー
ス

(
男
子
)

水
泳

・
体
操

・
陸
上
・
ス
ケ
ー
ト

ラ
グ
ビ
ー

・
野
球

-
か
の
こ
ゆ
り
コ
ー
ス

(女
子
)

水
泳

・
体
操

・
陸
上

・
ス
ケ
ー
ト

バ
レ
ー
ボ
ー
ル

-
は
た
る
い
か
コ
ー
ス
(男
子
・女
子
)

水
泳

・
体
操

・
陸
上
・
ス
ケ
ー
ト

卓
球

マ
活
動
時
間
・
場
所

〈
水
泳
〉

午
後
6
時

i

7
時

室
内
温
水
プ
ー
ル

〈
体
操
〉

午
後
6
時

1
7
時
初
分

総
合
体
育
館

〈
陸
上
〉

午
後

6
時

1
7
時
却
分

吉
田
グ
ラ
ウ

ン
ド

〈
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
〉

午
後

7
時

1
8
時
ぬ
分

東
部
中
学
校
体
育
館

午
後

7
時

1
8
時
ぬ
分

総
合
体
育
館

〈
ラ
ク
ビ
|
〉午
後

7
時

1

8
時
加
分

吉
田
グ
ラ
ウ
ン
ド

〈
野
球
〉

午
後
6
時

1
7
時
初
分

東
部
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

※
ス
ケ
ー
ト
は
、
陸
上
に
合
わ
せ
て

実
施
し
、
永
上
実
習
を

2
回
程
度

開
催
す
る
予
定
で
す
。

マ
活
動
回
数

年
間
一

O
O
回
実
施

マ
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

魚
津
市
教
育
委
員
会
体
育
課

2
2
1
2
2
0
0
内
線
4

5
1

マ
参
加
料

年
間
二
、

0
0
0円

(
傷
害
保
険
料
含
む
)

・
施
設
入
館
料
、
個
人
で
使
用
す

る
運
動
用
品
代
は
個
人
負
担
。

参
加
児
童
の
送
迎
は
、
保
護
者
で

し
て
く
だ
さ
い
。

〈車
球
〉



平成3年 6月一一一…一一一一一…一一、
街
路
樹
な
ど
の
(
害
虫
駆
除
)

1

1

1

1

薬
剤
散
布
を
行
い
ま
す

市
で
は
、
六
月
初
旬
か
ら
七
月
下
旬

、l
市
役
所
都
市
計
画
課

ま
で
の
梅
雨
時
期
に
、
市
が
管
理
す
る

一

告

白

1
2
2
0
0内
線

3
4
3

街
路
樹
や
公
園
の
樹
木
の
害
虫
駆
除

f
i
l
lI
l
l
i
-
-
l
i
l
-
-

の
た
め
薬
剤
散
布
作
業
を
行
い
ま
す
。

力
く
だ
さ
い
。

散
布
作
業
の
際
に
は
、
歩

道

な

ど

ま

た

、
樹
木
に
害
虫
が
発
生
し
た

に
置
い
て
あ
る
も
の
や
駐
車
さ
れ
た
場
合
や
樹
木
の
算
定
、
枝
払
い
な
ど

自
動
車
の
移
動
、
洗
濯
物
の
取
り
入
が
必
要
な
場
合
は
、
そ
の
作
業
は
市

れ
な
ど
を
お
願
い
し
ま
す
の
で
ご
協
で
行
い
ま
す
の
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

「
l

ご
連
絡
く
だ
さ
い
|

l

i

l

i

-

-

j

「
|
|
道
路
(
市
道
・
県
道
)
の
穴
陥
没

市
建
設
課

・
県
魚
津
土
木
事
務
所

¥
1
市

役

所

建

設

課

一

宮

但

1
2
2
0
0
内
線

3
3
3

で
は
、
道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
う
な
ど

一

E
f
i
l
l
-
-
P
S
F
-〉
〈

:

一
魚
津
土
木
事
務
所

l

i

-

-

道
路
の
維
持
管
理
に
努
め
て
い
ま
す
。

一

釦

配

ぃ

t
F
U
N内
線
口
川
口

道
路
の
穴
や
陥
没
な
ど
を
み
つ
け

f
l
i
l
-
-
l
i
l
i
a
-
-
-
-
U
L
h
y

ま
し
た
ら
ご
連
絡
く
だ
さ
い
ま
す
よ
し
た
り
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
打
設
す
る

う
お
願
い
し
ま
す
。

場
合
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
ら
は
、

ま
た
、
車
を
車
庫
へ
入
れ
る
た
め

事
前
に
申
請
し
、
許
可
を
得
な
け
れ

車
道
と
歩
道
と
の
境
に
鉄
板
を
布
設
ば
な
り
ま
せ
ん
。
(
道
路
法
第
M
条
)

「
l

簡
単
に
な
り
ま
し
た
I

l

i

l

i

-

-

「
ー
ー
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
ィ
利
用
手
続
き

ね
た
き
り
や
痴
呆
の
お
年
寄
り
を

介
護
し
て
い
る
家
族
が
、冠
婚
葬
祭
、

病
気
や
介
護
疲
れ
な
ど
で
、
お
年
寄

り
の
世
話
が
で
き
な
く
な

っ
た
場
合

家
族
に
代
わ

っ
て
特
別
養
護
老
人
ホ

ー
ム
で
短
期
間
お
世
話
を
す
る
シ
ョ

ー
ト
ス
テ
ィ
が
利
用
券
方
式
と
な
り

ま
し
た
。

利
用
券
方
式
は
、

市
役
所
社
会
福
祉
課

宮
但

1
2
2
0
0内
線

1
2
6

し
て
利
用
券
を
取
得
さ
れ
れ
ば
、
利

用
し
た
い
と
き
直
接
施
設
へ
連
絡
し

て
利
用
で
き
る
も
の
で
、
こ
れ
ま
で

の
よ
う
に
利
用
の
た
び
に
診
断
書
を

付
け
て
市
へ
申
し
込
む
必
要
は
な
く

な
り
ま
す
。

広報うあ、づ。。

一
度
市
に
申
請

ァ成
一分
f.J献
{血
だ~\\\\t~こ
ぎ5日

6
月
刊
日
(
火
)

午
前

9
時
初
分ー
午
後
4
時

魚
津
市
役
所

3
階

会

議

室

。
ゆ
ず
り
ま
す

O

ミ
シ
ン

(
足
踏
み
)

0
小
学
生
用
机

(ス
チ
ー
ル

)

。
も
と
め
ま
す

O
カ
ラ
ー
テ
レ
ビ

※
申
し
込
み
、
問
い
合
わ
せ
は
市
役

所
総
務
課
行
政
係
内
線
2
2
1

電
波
利
用
保
護
旬
間

6
月
1
日
i
m日

ー
不
法
無
線
機
器
を
追
放

l

良
好
な
電
波
を

利
用
で
き
る

環
境
をつ
く
り
ま
し
ょ
う

伊
作
ル
ル
'M

凶
悪

魚
津
コ
ー
ス
か
ら
僧
ゲ
岳
へ

標
高
一
八
五
五

m
、
市
の

山

と

し

《

参
加
資
格
・
定
員
》

小
学
5
年
生

て
親
し
ま
れ
て
い
る
僧
ケ
岳
へ
、
片
以
上
の
健
康
で
登
山
経
験
の
あ

員

東

又

ル

ー

ト

か

ら

の

登

山

を

計

画

る

者

印

名

し
ま
し
た
。
み
な
さ
ん
の
参
加
を
お

《
参
加
料
》

大

人

一

、

0
0
0円

待
ち
し
て
い
ま
す
。

子

供

五

O
O
円

《
と
き
》

6
月
お
日
(
日
)、
雨

天

の

(

傷

害

保

険

料

な

ど

)

場
合
6
月

初

日

(

日

)

《

申
込
期
間
》

《
日
程
》

5
時
初
分
市
役
所
前
集
合

6
月

5
日
(
火

)
1
日
日
(
金
)

ー
車
で
登
山
口
へ

《
申
込
方
法
》

市
役
所
総
務
課
(
宮

7
時
初
分
1

日

時

登

山

辺

1
2
2
0
0
内
線

m)
へ
電

日
時
市
役
所
前
着

・
解

散

話

ま

た

は

ハ

ガ

キ

で

会
長
杯
争
奪
卓
球
大
会

¥
dリ

ヘ

O
/
)

6
月
9
日
(
日
)午
前

9
時

市
総
会
体
育
館

①
シ
ン
グ
ル
ス

(
男
子

・
女
子
)

②
ダ
ブ
ル
ス

(組
編
成
に
制
限
な
し
)

食
申
込
方
法
当
日
会
場
で
受
付

ム
K

と
食
と
こ
ろ

会
種

き目

会
参

加

料

一

般

5
0
0
円

学
生
3
0
0
円
(
高
校
生
以
下
)

交
問
合
せ
先

市
卓
球
協
会
事
務
局

小
松

昇

2
M
|
2
3
4
0

東
部
中
学
校
体
育
館
を
夜
間
開
放

し
ま
す
。
健
康

・
体
力
づ
く
り
、
仲

間
づ
く
り
の
場
と
し
て
大
い
に
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

0
開
放
曜
日
・
種
目

・
月
曜
日
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

・
火
曜
日
硬
式
テ
ニ
ス

-
水
曜
日
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

-
木
曜
日
軟
式
テ
ニ
ス

・
金

曜

日

フ

レ

ッ
シ
ュ
テ
ニ
ス

O
管
理
指
導
員

(
9
人
)

福
沢
欣
吉
(
主
任
E
n
|
5
1
0
2
)

松
崎
淳
志
、
石

崎

茂

、

岡

本

正

吉
川
明
子
、

黒
崎

修

、
金
子
雅
子

元
野
岩
男
、
畠
山
知
日
春



。。広報うあ、づ州側州側側側側側欄州側側側州側州側側側側側州側側側州側側側州側側側州側側州側側側側州側側 平成 3年 6月

ご寄付ありがとう

ございましたく敬称略〉

inJormαtio札せら失ロ

相談案内

お

50，000円

100，000円

150，000円

50，000円

1>社会福祉基金として

高潮善一郎平伝 寺

大久保松治 石 垣新

山林輝雄 黒 沢

高瀬忠次東 町

1>善意銀行へ

西村文雄新角川一丁目 50，000円

鈴木克比己 中央通り一丁目 100，000円

北出重雄本 江 100，000円

西国善治天神野新 50，000円

森川繁松道 坂 50，000円

吉田久範 吉 野 50，000円

菅野 卓 平伝寺 100，000円

大根健治大光 寺 50，000円

上口保育園職員一同 4，000円

石川宏明大光 寺 100，000円

川岸 正夫北鬼 江 50，000円

伊藤 甚ー島 尻 100，000円

白川隆行本町一丁目 30，000円

有沢 武雄本町二丁目 5，000円

宮崎恵一 大海寺野 50，000円

中村好成 新角川一丁目 30，000円

友田 道的新角川二丁目 10，000内

藤田繁松北鬼 江 100，000円

辻 浩 金浦町 100，000円

石田栄作 黒部市背掛 20，000円

浜田伸雄友 道 30，000円

経沢則雄 経団東町 30，000円

附KiKi取締役社長谷口貞夫 上村木‘ー5'，000円

山田 伸火の 宮 50，000円

野村 幸男立 石 5，000円

(手1)魚津鋲金 古 島 5，000円

伊東甚悦 六 郎丸 30，000円

石場甚吉 東京都町田市 20，000円

b広報送付謝礼として

石場甚吉 東京都町田市

、 、
相談の手重要買 日 H寺 会場など

無料法律相談 6月25日(刈 予約は市民相談室

(予約制 6名) 13 : 00 -16 : 00 内線161(第5・6会議室)

行 政 相 言炎
6月6日・20日(木)

役 第
] 3 : 00 -16 : 00 

所 2
市民相談室(1階)

毎週月~土曜日(午前) で 4
市 民 相 言炎 土

9 :00-17 :00 !!nW 
② 日

内
毎週火 ・水 ・金i曜日 2 は

月哉 相 言炎
9: 00-16: 00 0O 2 庁休閉

商工観光課 (3階)

高年齢者職業相談
匂;週月~土曜日(午前) み 高年齢者職業相談室

9: 00-17 :00 ( 1 I滑)

無料住宅相談
6月12日(ぷ)

第 4会議室
10 : 00 -16 : 00 

教 育 相 言炎
毎週月 ・ 木 lI~il 日 教育センタ一(教育相談室)

9: 00-17 :00 fi22-2495 

心配ごと相談
毎週金曜日 福祉セン ター (百楽荘)

9 :00-15: 0。 fi24-3241 

マート雇用相談 毎週月~土眼目(午後l時) ノfー ト雇用センター (U皆)
(魚津サンプラザ) 10 : 00 -18 : 00 fi22-8152 

人 f韮 相 談 6月14日幽 特設会場(3階)

(魚津サンプラザ) 13: 00-16: 00 fi22-0461 (法務局魚津支局)

交通事故相談 6月19日休) 県民相談室 (H皆)

(魚津総合庁舎・新宿) 10 : 00 -15 : 00 fi24-5311 (内総218) 

お気軽にどうぞ

富山県消費生活地方相談員

消費生活に関する問題(価格・品質 ・

契約に関する苦情相談)など、お気軽に

ご相談 ください。(魚津市相談員5名)

・沢田京子 新角川ト9-15fi22-0027 

・高野和代友道2077-1 fi22-4828 

・鍛治房枝 吉島 1-4 fi24-3414 

・新井陽子吉島2961-6 fr24-5964 

・関口恭子 天神町'新661 fr31-7116 

6月はまちづくり月間です
市では 「水と緑につつまれたゆと

りと 、うるおいのあるまち」と定め

恵まれた 自然資源、文化風土など特

色を活かしたまちづく りを進めてい

ます。

皆さんの積極的な参画と創意工夫

でホ魚津ら しし¥、まちをつく りまし

ょっ。 10，000円

実
施
地
域
:
・
魚
津
地
区
(
新
宿
、

金
浦
町
、
並
木
町
、
鴨
川
)。
調
査
に

は
県
認
定

L
P
G
保
安
セ
ン
タ
ー
新

川
地
区
支
所
調
査
員
が
伺
い

ま
す
。

E
M
1
5
3
4
0
 

ガ
ソ
リ
ン
日
曜
当
番
庖

へ
6
月
)

7 7 30 23 16 9 2 6 
日 月 日 日 日 日 日 月

日 日 日 日 日 日

三 山 広 富

浜富撞工小j童業l女i 品

富 浜広三 広三品 三 浜 山 朝 富

三富 建小工業1設11 広手日山奇田 山 岡山 川 山 岡田和
田和 川 若産商油

岡崎日 山 和 山 田

物石石石 商石石 石商石物 石物石 商石石石 物石石

産週連i度庖油油 油庖油産 週li座 庖油油油 li度迫
本住本吉

広町末住吉本 双葉 川 本 上村本 吉 光寺大本吉 広末住友吉
本住吉本

新吉江島 吉島江 町 縁江 島江島 町 吉道 島 新 吉 島江
、、ー/、、ー_.;、、ー./、.._.; 、.._.;、.._.;、、......-、、.../ 『、.../、.._.;、.._.;，、.../ 、』国./、、......-、.._.;、、ー./ 『、.../、、ー./、.._.;、、ー" 、、ーー戸、.._.;、』園./、、.../

6
月
の
じ

P
ガ
ス

一
保
安
調
査
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r8月期アマチュア無線技自市「

」国家試験を実施__j

informαtio礼

「防火管理者 l 

」資格取得講習会一|

せら失ロお

「も;忍滋U;QJ}.Il1¥_J

当啓発襟語募集二

受験資格 試験地
受験申請書

試験日
受付期間

第 3級 8/21 

金沢市 6/1-6/25 8/21 
第4級

8/23 

0受験料 2，762円

0受験申請書提出先 ・問合せ先

干920金沢市尾山町 1ー 10

日本無線協会北陸支部

告 (0762)22-7121 又は、

テレホンサービスfi(0762)22-2929

綿:期:諜:闘
部県民税 (第- ' :10:期翁~

繊期限は'7淘1自です

消防法に規定する防火管理者となるた

めの、資格取得講習会を次のとおり行い

ます。

0 日 H寺 乙種 6月19日(村

甲種 6月20日(ホ)・6月21日幽

0場所魚津地域職業訓練センター

0受付 6月10日Ol)まで

※詳細については、消防本部予防課まで

問合せくださし、 o fi24-0295 

; 饗綴~寝~::選支炎挙準装綴溺:試験

0受付期間 6月14日倒-7月4日休)

o第一次試験 7月28日(日) 富山中音IS高校

0問合せ先魚津野察署

干937魚津市本江1，000

fi24-1333野務課(内線211) 

※なお、10月20日(11)に警察官B、婦人笹

察官の採用試験が実施されます。

富山県では、来年 7月から開催の第 1

回ジャパンエキスポ富山に向けて、県内

を訪れる観光客を温かく迎える「もてな

し県民運動」 を実施するためにふさわし

い啓発の標語を募集します。

0応募資格 県内在住者

0応募{乍品 ノ、ヵキ l枚につき 1点

l人何点でもかまいません。郵便

ハガキに、標語、住所、氏名、年

齢、電話番号を記入してください。

0締め切り 7月20日(士) 当日消印有効

0表彰 最優秀作品 l点(賞金5万円・副賞)

優秀作品 3点(賞金 2万円・副賞)

佳 作 10点(賞金 l万円・副賞)

0問合せ ・送り先 干930富山市新総曲

輪1-7富山県観光通商課「もてな

し県民運動」標語募集係

宮 (0764)31-4111内線517

11 1ft臼品，
>]IJ 1綾部 年齢 n 金 地 区

人 資特等: '号性IJ 1設やE 年齢 l'i金 地 区 L}主¥ 資格等
只

生産技術職 18-35 
173，200 f.{I，・小川寺 5 日半以上 肴~婦&äfl手 16-50 

100，000 如、・ヨト; 江 4 4守護婦免許-229，200 '1%; ~官~ -200，000 

コンビューター
22-30 193，000 1/本 j工 5 

高卒以上.~^テL.U針
事務員 20-30 

105，000 1/ J:.村木 1 主e三立S 免技術者 -230，000 プログラミングu皇賞者 一120，000
一般'J';.務員 18-24 

112，500 1/双葉町 2 高卒以上
エステティシャン

20-35 160，000 集・三日市 2 高卒以上一152，000 ......... Jレノ{- -200，000 

経理.LJ ~~:み 員 20-30 178，000 1/本 江 3 
両手:以上

組立及包装工 18-45 
114，200 

魚・大海寺!f 3 不 問-: 230，000 経理g杭験者 一
1/ 18-55 127，000 1/江口 1 I i¥ヨt 免 機械研磨工 18-50 

105.600 1/新金屋 2 1/ 一230，000 一130，000
男

170，000 
女

123，500 
給 71h 係 50-65 -190，000 1/湯上 3 

1/ 建材部品付工 20-55 -135，000 
巣・吉 田 5 1/ 

集配運転者 18-40 
228，500 

黒・沓 掛 5 1/ 生産職 18-35 
156，400 

魚、・小川寺 5 立回立 免-238，000 

旋総
25-50 

200，000 魚、・三 ケ 2 経験3年以上
樹脂製品検査

18-50 
102，500 1/北鬼江 5 不 問

フライス鍛工 一250.000 サ ~ :/部品付 -105，500 

自動車内張工 16-40 150，000 1/友道 3 虫目色 免 サッン組立工 18-55 110.400- 1/上村木 2 1/ 
-220，000 

土工 ・雑務 -60 
127，000 1/東尾崎 4 不 問 市帰作業員 55-58 

110.000 
黒・吉 田 5 1/ 

-200，000 -121，000 

求めています〆く求人情報〉

角
川

・
布
施
川

・
片
貝
川

・
早
月

川
の
あ
ゅ
の
解
禁
は
次
の
通
り
行
わ

れ
ま
す
。

O
釣
り

6
月
日
日
(
日
)
午
前

5
時

O
投
網

・
て
ん
か
ら
網

6
月
幻
日

(
金
)
正
午

〔
許
可
の
手
続
き
〕

角
川

・
布
施
川

・
片
員
川
(
八
号

線
上
流
端
か
ら
下
流
)
の
内
水
面
許

可
手
続
き
は
、

6
月
日
日
(
日

)
1
6

月
幻
日
(
金
)
ま
で
は
呉
東
内
水
面
漁

協
事
務
所
(
大
光
寺
)
で
受
け
つ
け

て
い
ま
す
。
竿
釣
り
は
市
内
の
釣
り

具
庖
で
受
け
て
く
だ
さ
い
。

早
月
川

・
片
貝
川
(
八
号
線
上
流
)

の
県
管
理
河
川
は
、
網
に
つ
い
て
は

県
の
許
可
証
が
必
要
で
す
が
、
竿
釣

り
は
許
可
証
は
い
り
ま
せ
ん
。

男(月~木)、女(金~臼 )

?一

※詳しくは、 魚津公共職業安定所(fi24一0365)へお問い合わせください。求人テレホン ・サービス宮24-8841

第1回ジザにンエキスポ富山'92
平成4年7月10日錨-9月27日目)80日間
県民公園大閤山ランド(富山県小杉町)

人間ーその内と外富山から世界へ・未来へ

期

場

マ

4
E
A
-
-
A

一ア
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あなたと

J図

一
冊
の
興
奮

一
冊
の
感
動
・
:
③

新
し
い
本
か
ら

〈
一

般

〉

フ
ル
シ
チ
ョ
フ
封
印
さ
れ
て
い
た
証

言

フ
ル
シ
チ
ョ
フ

栗
原
さ
ん
ち
の
お
や
つ
の
本
栗
原
は
る
み

名
医
に
聞
い
た
か
ら
だ
に
イ
イ
話

玉

村

豊

男

第
一
線
の
名
医
幻
人
と
語
る
健
康

読
本
。

ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ

D
・
プ
ラ
ン
ソ
ン

猫
の
見
る
夢

吉

行

理

恵

愛
す
る
猫
た
ち
と
の
暮
ら
し
を
詩

的
に
綴

っ
た
エ

ッ
セ
イ
。

大

地

の

子

上

中

下

山

崎

豊

子

中
国
残
留
孤
児
を
通
し
て
現
代
中

国
、
そ
し
て
終
わ
ら
な
い
戦
争
を

書

い
た

3
部
作
。

家
族
の
横
顔

沢

地

久

枝

家
族
関
係
が
不
確
か
な
も
の
と
な

っ
て
き
た
現
在
社
会
、
家
族
の
あ

リ
方
と
生
き
る
こ
と
の
意
味
を
さ

ぐ
る
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
。

企
画
山
の
本
〉

川
原
田
政
太
郎
博
士
へ
の
想
い
出

魚
津
市
教
育
委
員
会

春
の
う
た

松

田

良

夫

青
春
の
序
章

村
井
こ
う
せ
い

身
近
な
薬
草
を
尋
ね
て

細
入
村
教
育
委
員
会

扇
状
地
農
村
の
変
容
と
地
域
構
造

田

林

明

と
や
ま
幻
就
職
ガ
イ
ド

貸
し
出
し
は
、
ひ
と
り

3
冊
2
週

間
で
、
無
料
で
す
。

川
川
県
川
柳
供
一一一殺
明
憲
芹

ム
M

と

き

6
月
ロ
日
(
水
)

午
後

1
時
初
分

1

会
兼
題
「
柳
」
「
半
分
」
「
雑
詠
」

助

言

者

脇

坂

正

夢

先

生

(
川
柳
え
ん
ぴ
つ
社
編
集
長
)

.‘Jど'てで1

、Tkd¥F拡

資
料
の
ご
寄
贈
を
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

マ

坂

本

豊

治

様

(

新

金

屋

)

マ

村

井

幸

正

様

(

蛇

回

)

マ

松

田

良

夫

様

(

江

口

)

マ

晒

屋

信

一

様

(

村

木

町

)

一

む
，
》
、

V

旬
、

d
'
-
h
M
S
'

フ
F
t

・、，

4
6
4
J

，，、，
F
4
t
H

，Fb
u
，

回

1

4中

今
月
の
第
3
日
曜
日
は
、
父
の
日

h
E
F
L
J
1
1
J

で
す
ね

o
m歳
未
満
の
子
ど
も
を
持

b

u

-
辺
仁
、
λ

つ
父
親
の
平
均
育
児
時
間
は
2
分
、

-

ヲ

ヤ

寸

必

ぱ

寸

J
l
〈
ミ

一
方
母
親
は
1
時
間
幻
分
と
か
。

a
F

、kc
v
d
。
、
、
ト
。
一
主

日
ご
ろ
、
家
庭
で
は
母
親
の
影
に

f
l
l
q
七
γ
ーム〆
J

な
り
が
ち
な
父
親
で
す
が
、
こ
の
機

i

l

t

/

1

¥

会
に
父
と
し
て
の
在
り
方
を
問
い
直

ひ
し
ひ
し
と
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

し
て
み
て
は
い
か
が

で

し

ょ

う

か

。

こ

の

他

に

も
、
次
の
よ
う
な
本
が

父
の
日
へ
の
推
せ
ん
図
書

あ
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

「
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
の
父
よ
り
息
子
そ
の
他
の
推
せ
ん
図
書

へ
の
初
通
の
手
紙
」

(、キ
ン
グ
ス
レ

・
父
は
子
へ
何
を
伝
え
ら
れ
る
か

イ

・
ウ
ォ
l
ド
著
)
は
、
父

親

と

し

斎

藤

茂

太

て
の
愛
情
と
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
と
し
て

サ
ン
デ
ー
毎
日
編
集
部

の
熱
意
を
こ
め
て
書
か
れ
た
人
生
の

・
娘
よ
父
親
の
価
値
は
ど
こ
で
決
ま

座
右
の
書
で
す
。
遺
書
代
わ
り
に
書

る
か

本
田
宗
一
郎

か
れ
た
も
の
な
の
で
、
こ
れ
だ
け
は

・
お
父
さ
ん
子
育
て
し
て
ま
す
か

み
ん
議
いつ
お
滋
に

/

J

…に
0.ω

ち
月
の
綴
じ
ら
せ

日
日
(
火
)

こ
う
さ
く

星
の
小
物
入
れ

日
日
(
火
)
え
い
が

ま
ん
が
日
本
史

2

お
日
(
火
)
こ
う
さ
く

紙
で
作
る
お
も
ち
ゃ

と

き

午

後

4
時

1
4
時
初
分

と
こ
ろ
魚
津
市
立
図
書
館

対

象

幼

児

i
小
学
生

(
材
料

・
お
金
は
い
り
ま
せ
ん
)

6
v月
の

a曜
一樹
館

6
月
9
日
(
第
2
日
曜
)

6
月
お
日
(
第
4
日
曜
)

翌
日
月
曜
日
は
休
館
で
す
。

6
月

7
日
(
金
)
ま
で
本
の
整
理
の

め
休
館
し
て
い
ま
す
。

6
月

8
日
(
土
)
か
ら
開
館
し
ま
す

の
で
、
ど
う
ぞ
ご
来
館
く
だ
さ
い
。

編

集

後

記

今
、
私
が
使

っ
て
い
る
カ
メ
ラ
は

や
や
こ
し
い
こ
と
を
ヌ
キ
に
し
て
、

ピ
ン
ト
が
自
動
で
合
う
便
利
な
も
の

で
簡
単
便
利
操
作
単
純
な
良
さ
を
利

用
し
て
写
し
て
い
ま
す
。

最
近
で
は
、
良
い
写
真
を
撮
り
た

い
と
、
カ
メ
ラ
入
門
書
を
買
い
求
め

キ
?
し
た
。

み
な
さ
ん
方
の
生
き
生
き
と
し
た
、

感
動
す
る
シ

l
ン
が
写
せ
る
よ
う
に
、

ガ
ン
バ

ッ
テ
み
ま
す
:・
。

(H
)
 

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
中
に
、
水

族
館

・
ミ
ラ
ー
ジ
ュ
ラ
ン
ド
に
来
た

人
過
去
最
高
の

8

2
、
6
7
4
人
。

4
月
初
日
か
ら
登
場
し
た
大
観
覧
車

(
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
ホ
イ
ー
ル
)
の
た
め

で
し
ょ
う
か
・
:
。
と
に
か
く
こ
の
観

覧
車
、
高
さ
が
侃
m
も
あ
る
た
め
よ

く
目
立
つ
ノ
ミ
ラ
ー
ジ
ュ
ラ
ン
ド
が

あ
る
こ
と
を
知
ら
な
い
で
国
道
を
走

っ
て
い
て
も
見
え
る
の
で
H

何
だ
ろ

う
、
行
っ
て
み
よ
う
。

っ
て
気
に
な

る
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
。
久
し
ぶ
り
の

・ヒ

ッ
L
l
/
.

ヒ
ッ
ト
と
い
え
ば
野
球
。
野
球
と

い
え
ば
、
私
事
で
す
が
市
予
選
で
優

勝
し
ま
し
た
。
次
は
県
大
会
。

ジ
ャ

イ
ア
ン
ト
ホ
イ
ー
ル
旋
風
で
も
ま
き

お
こ
し
て
み
ま
し
ょ
う
か
・:
。

(
Y
)

…
…
引
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